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●正しい情報をラジオ・

テレビ・防災行政無線な

どで入手する

●津波は繰り返し来襲

するので、津波警報や

津波注意報が解除され

るまでは絶対に海岸に

近づかない

こんな時には その後は…まずこのような行動を

■沿岸部や川沿いにい

　 る人は、直ちに高台や

　 避難ビルなどの安全

 　な場所に避難する

■津波危険地区の住民

　 は直ちに避難する

■ここなら安心と思わず、

　 より高い場所をめざ

　 して避難する

■海の中にいる人は、

 　直ちに海から上がっ

　 て海岸から離れる

●津波注意報が発表さ

　 れた （揺れを感じな

　 くても）

●強い地震や長時間の

　 揺れを感じた

●町から避難指示が発

　 令された

●大津波警報・津波警

　 報が発表された

　（揺れを感じなくても）

避
難
す
る

避
難
に
備
え
る

防災の日は、 １９２３年の関東大震災に由来し、

災害への認識を深め、 備えを見直すために制定されました。

自分や大切な人の命を守るために、 できることから始めましょう。

いざという時のために、 今できる備えを。

避難のタイミングを知っておこう

今から見直そう！３つのポイント

防災の基本をチェック！

命を守る津波対応チャート

避難情報は５段階の警戒レベルで発表されます。

！ 「まだ大丈夫」 ではなく、 「早めの行動」 が命を守ります。

01 ハザードマップの確認

自宅や職場、 学校の周辺に

どんな危険があるのか確認しましょう。

避難場所や避難経路もチェック！

✓　津波災害警戒区域

✓　土砂災害警戒区域

✓　洪水浸水想定区域

✓　避難場所 ・ 避難所の場所

✓　安全な避難経路

チェックするポイント

02 家族・大切な人と話し合う

災害時の連絡手段や集合場所、

役割分担などを事前に決めておくこと

が、 安心につながります。

✓　災害時の連絡方法（SNS・伝言サービスなど）

✓　家族が離ればなれになった時の集合場所

✓　それぞれの役割 （非常持ち出し袋の準備など）

話し合う内容の例

03 防災グッズの準備・見直し

非常時にすぐ持ち出せるように、

必要なものをそろえ、 定期的に

中身をチェックしましょう。

✓　賞味期限 ・ 使用期限の確認

✓　季節や家族構成にあわせて見直す

✓　持ち出しやすい場所に置く

見直しのポイント

警戒
レベル ５ 緊急安全確保 命の危険。 直ちに安全確保！

すでに災害が発生 ・ 切迫しています。

命を守るための最善の行動を。

警戒
レベル ４ 避難指示 危険な場所から全員避難！

危険な場所から全員避難しましょう。

避難場所や安全な場所へ移動を。

警戒
レベル ３ 高齢者等避難 高齢者や障がいのある人は避難

高齢者や障がいのある人は避難を。

その他の人も避難の準備を。

警戒
レベル ２ 大雨・洪水・高潮注意報 避難に備え、 ハザードマップ等で確認

避難行動を確認しましょう。

最新情報に注意してください。

警戒
レベル １ 早期注意情報 最新情報に注意しましょう

災害への心構えを高め、

情報収集を行いましょう。

防災の日

防災行政無線 ・ 緊急速報メール

地域の防災情報や避難情報が配信されます。

自宅の安全対策

家具の固定や窓の飛散防止をして、

転倒 ・ 落下を防ぎましょう。

防災アプリ ・ SNS

自治体の防災アプリや公式 SNS を
活用して、 最新情報をチェックしましょう。

地域とのつながり

日ごろからご近所あいさつや情報交換を。
助け合いが大きな力になります。

テレビ ・ ラジオ

停電時にも情報を得られるよう、
電池式のラジオを用意しておくと安心です。

ペットの備え

ペットフードやトイレ用品など、
必要なものを準備しておきましょう。

情報収集の方法を知っておこう こんな備えも忘れずに

  災害による被害をできるだけ少なくするためには、 一人ひとりが自ら取り組む 「自助」、 地域や身近にいる

人同士が助け合って取り組む 「共助」、国や地方公共団体などが取り組む 「公助」 が重要だと言われています。

　 その中でも基本となるのは 「自助」、一人ひとりが自分の身の安全を守ることです。 災害が発生した時、まず、

自分が無事であることが重要です。 災害に備え、 自宅や職場などの安全対策をしておくとともに、 外出先で地

震や津波などに遭遇した時の行動を知っておくことが必要です。

防災対策をしておくことで
被害を少なくすることができます
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町営住宅の入居者を募集します

■入居募集住宅

■申込書類提出先

　 建設課　☎ 33-9370

■必要書類

  ① 入居申込書、 宣誓及び同意書　＊用紙は役場建設課にあります

　② 申込者及び同居する親族全員の住民票

　③ 申込者及び同居する親族全員の令和８年度所得証明書

　④ 申込者及び同居する親族全員の市町村税に未納がない証明書

　⑤ その他、 町が必要とする書類

■資格要件

  ① １年以上みなべ町内に住所又は勤務場所を有すること。

　② 現に同居し、 又は同居しようとする親族がいること。

　③ 市町村税又は町営住宅の家賃を滞納していない者であること。

　④ 現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。

  ⑤ 申込者又は現に同居し、 若しくは同居しようとする親族が暴力団員でないこと。

  ⑥ １ＤＫ、 ２ＤＫ及び２LDK の単身者の場合は、 ６０歳以上の方 （昭和４１年４月１日以前に生まれた方）、

　　　身体障害者手帳 （１級から４級まで） の交付を受けている方　など

■募集期間

　  令和８年９月７日 (月) ～９月２４日 (木)　８ ： ３０～１７ ： １５ （土 ・ 日 ・ 祝日を除く）

■入居可能日

　令和８年１１月上旬 （予定）

■その他

　 申込み資格要件に該当しない場合や、 提出書類に不備がある場合は受け付けできません。

　 申込みを希望される方は、 事前に役場建設課で資格要件、 必要書類等をご確認ください。

■選考方法

　 募集締切後、 町営住宅選考委員会で入居資格等の審査を行い、 原則、 公開抽選を行います。

団地
建築
年度

構造 間取
募集
戸数

入居対象
世帯員数

家賃（月額） 駐車場 入居収入基準

猪野
（西部）

昭和
６１年

木造平家建 ２ＤＫ １戸
２人以上

又は単身者
１１，５００円～
　　２２，５００円

有
月　額　 １５８，０００円以下

(裁量世帯 ２１４，０００円以下)

猪野
（西部）

昭和
６２年

木造２階建 ４ＤＫ ２戸 ３人以上
１４，２００円～
　　２７，９００円

有
（軽のみ）

月　額　 １５８，０００円以下
(裁量世帯 ２１４，０００円以下)

猪野
（西部）

昭和
５０年

簡易耐火２階建 ４ＤＫ １戸 ３人以上
１３，６００円～
　　１８，０００円

有
月　額　 １１４，０００円以下

(裁量世帯 １３９，０００円以下)

猪野
（西部）

昭和
５２年

簡易耐火２階建 ２ＤＫ ２戸 ３人以上
１４，０００円～
　　１８，４００円

有
（１戸なし）

月　額　 １１４，０００円以下
(裁量世帯 １３９，０００円以下)

猪之山
平成
５年

木造平家建 ２ＬＤＫ １戸
２人以上

又は単身者
１５，２００円～
　　２９，８００円

有
月　額　 １５８，０００円以下

(裁量世帯 ２１４，０００円以下)

井之台
平成
２３年

準耐火２階建
集合住宅

１階
１ＤＫ

１戸
単身者

又は２人
１１，６００円～
　　１５，４００円

有
月　額　 １１４，０００円以下

(裁量世帯 １３９，０００円以下)

・ 猪野西部団地は旧南部保育所の近く、 猪之山団地は猪之山、 井之台団地は芝崎会館横

・ 収入基準 ( 月額 ) ＝ ( 申込者及び同居する親族全員の令和７年分合計所得－公営住宅法で定める世帯控除額 ) ÷１２

・ 裁量世帯とは、 ○申込者が昭和４１年４月１日以前生まれで、 かつ、 同居する親族のいずれもが昭和４１年４月１日以前生まれ

　　　　　　　　　　　　  又は１８歳未満である世帯

　　　　　　　　　　   ○申込者又は同居する親族が、 身体障がい者手帳 ( １～４級 ) の交付を受けている世帯

　　　　　　　　　　 　○同居する親族に小学校就学前の子どもがいる世帯　など

●受験料 ： 無料　

●他社との併願可能　

●勤務環境、 生活環境、 処遇等 （給料改定） の改善　

●各種無料相談会も実施中

●学生モニター募集中！自衛隊イベントへの参加を通じ、 自衛隊への理解を

　 深めていただくとともに若い皆様特有の視点から自衛隊の広報活動に対する意見をいただくものです。

　 対象 ： 中 ・ 高 ・ 大学生、 専門学生、 予備校生

↑ HP

防衛省 ・ 自衛隊からのお知らせ
　 令和８年度の自衛官等の募集について

問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　
　　　　　　　　  御坊地域事務所
　　　　　　　　　 ☎ 0738-23-0020

問い合わせ　産業課 ☎ 72-1337

みなべ町お買い物券の
　 使用期限は９月３０日です

　 ４月に町民の皆さまにお配りした 「みなべ町お買い

物券」 の使用期限は９月３０日 （水） までです。 期限

を過ぎると使用できませんので、 お早めにご利用くだ

さい。

募集種目 資格 受付期間 試験期日 入隊時期 試験会場

第５回

２等陸・海・空士

１８歳以上

３３歳未満

の者

１１月２日（月）まで

・Web試験：１１月１２日（木）

　　　　　　　　～１４日（土）の内１日

・口述、身体検査：１１月２１日（土）

令和9年3月下旬

　　　　～４月上旬

・Web試験：自宅等

・口述、身体検査：自衛隊

　和歌山地方協力本部

　（和歌山市）

第３回

一般曹候補生

１８歳以上

３３歳未満

の者

9月15日（火）

　～１１月２０日（金）

・１次Web試験：11月29日（日）

　　　　　　　　　　～12月1日（火）

・２次試験：合格者へ別途通知

令和9年3月下旬

　　　　～4月上旬
Web試験：自宅等

防衛医科大学校

看護科学生

１８歳以上

２１歳未満

の者

７月１日（水）

　～10月2日（金）

・１次試験：10月17日（土）

・２次試験：合格者へ別途通知

令和9年3月下旬

　　　　～4月上旬
英数学館（和歌山市）

防衛医科大学校

医学科学生

１８歳以上

２１歳未満

の者

７月１日（水）

　～10月8日（木）

・１次試験：10月24日（土）

・２次試験：合格者へ別途通知

令和9年3月下旬

　　　　～4月上旬

プラザホープ

（和歌山市）

防衛大学校

１８歳以上

２１歳未満

の者

7月1日（水）

　～10月15日（木）

・１次試験：10月31日（土）

・２次試験：合格者へ別途通知

令和9年3月下旬

　　　　～4月上旬

プラザホープ

（和歌山市）

第２回

予備自衛官補

【一般】

１８歳以上

５２歳未満

5月23日（土）

　～9月10日（木）

・Web試験：9月23日（水）

　　　　　　　　～25日（金）の内１日

・口述、身体検査：10月3日（土）

令和8年

12月18日（金）

・Web試験：自宅等

・口述、身体検査：自衛隊

　和歌山地方協力本部

　（和歌山市）

みなべ町お買い物券のご利用について

【C案】

Minabe Premium CardMinabe Premium Card

¥1,000
みなべ町お買い物券配布事業

使用期限：令和８年９月30日迄
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Information くらしの情報

　

昔
、
衛
生
状
況
の
悪
化
か
ら
病
気

が
大
流
行
、高
度
経
済
成
長
期
に
は
、

家
や
工
場
な
ど
の
排
水
が
多
く
の
河

川
に
流
れ
込
み
、
深
刻
な
水
質
汚
濁

が
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
下
水
道
整
備
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
き
、
現
在
は

合
併
浄
化
槽
や
公
共
下
水
・
農
業
集

落
排
水
施
設
等
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
処
理
に
よ
り
、
浄
化
さ
れ
た

水
が
川
や
海
等
に
流
さ
れ
る
こ
と

で
、
水
環
境
と
私
た
ち
の
健
康
で
快

適
な
く
ら
し
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

く
み
と
り
や
単
独
浄
化
槽
は
、
し

尿
以
外
の
雑
排
水
（
お
風
呂
や
台
所

等
か
ら
の
汚
水
）
が
処
理
で
き
な
い

た
め
、
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
や
下

水
道
へ
の
つ
な
ぎ
こ
み
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
下
水
処
理
施
設
は
、
多

く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
こ

そ
効
率
が
よ
く
な
り
ま
す
（
下
水
を

処
理
し
て
い
る
微
生
物
が
よ
り
よ
く

働
き
ま
す
）
の
で
、
下
水
道
へ
の
つ

な
ぎ
こ
み
が
可
能
な
地
域
に
住
ん
で

い
て
、
ま
だ
つ
な
ぎ
こ
み
を
行
っ
て

い
な
い
方
は
、
安
心
で
き
る
水
環
境

の
た
め
、
一
日
も
早
い
つ
な
ぎ
こ
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
水
洗
化

　

町
の
下
水
道
に
は
、
公
共
下
水
道

と
農
業
集
落
排
水
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
合
併

浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
８
年
３
月
末
現
在
、
町
が
ど

れ
だ
け
下
水
道
の
設
備
を
整
備
し
て

い
る
か
を
表
す
普
及
率
（
※
１
）
は

99
・
０
％
、
世
帯
数
に
す
る
と
約

４
７
７
０
戸
で
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
世
帯

が
下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
ん
だ
り
合
併

浄
化
槽
を
設
置
し
た
り
し
て
い
る

か
を
表
す
水
洗
化
率
（
※
２
）
は
、

80
・
２
％
、
世
帯
数
に
す
る
と
約

３
８
６
０
戸
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

☎
72-

３
６
０
５

　　

分
離
マ
ス
（
ご
み
を
と
る
か
ご
つ

き
）
の
掃
除
を
し
な
い
と
、
台
所
、

お
風
呂
、
洗
面
所
な
ど
か
ら
悪
臭
が

し
た
り
、
宅
内
の
排
水
管
が
つ
ま
っ

て
流
れ
な
く
な
っ
た
り
、
下
水
道
施

設
に
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。

　

週
に
１
回
程
度
、
分
離
マ
ス
の
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

☎
72-

３
６
０
５

　

２
か
月
に
１
度
の
検
針
業
務
を
ス

ム
ー
ズ
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
、

生
活
環
境
課
水
道
室
か
ら
の
お
願
い

で
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

　

物
を
置
か
な
い
で
！

　

物
を
置
か
な
い
で
！

　

→
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
蓋
が
開

　

け
ら
れ
ず
、
検
針
が
で
き
な
い
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
周
辺

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
周
辺

　

を
き
れ
い
に
！

　

を
き
れ
い
に
！

　

→
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
土
や

　

枯
葉
な
ど
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
メ
ー

●
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
メ
ー

　

タ
ー
の
近
く
に
つ
な
が
な
い
で
！

　

タ
ー
の
近
く
に
つ
な
が
な
い
で
！

　

→
犬
が
近
く
に
い
る
と
、
検
針
員

　

が
メ
ー
タ
ー
に
近
づ
く
こ
と
が
で

　

き
ず
、
検
針
で
き
な
い
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

水
道
室

　

☎
72-

３
０
８
５

普
及
率

（※
１
）

　

下
水
道
へ
つ
な
ぎ
こ
み
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
人
口
と
、

下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ
な
い
地

区
の
合
併
浄
化
槽
設
置
済
人
口
の

合
計
を
、
町
全
体
の
人
口
で
割
っ

た
割
合

水
洗
化
率

（※
２
）

　

下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
み
、
使
用

さ
れ
て
い
る
人
口
と
、
合
併
浄
化

槽
設
置
済
人
口
の
合
計
を
、
町
全

体
の
人
口
で
割
っ
た
割
合

９
月
10
日
は
『
下
水
道
の
日
』

下
水
道
へ
の
早
期
の 

つ
な
ぎ
こ
み
を
お
願
い
し
ま
す

分
離
マ
ス
の
清
掃
の
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は 

見
や
す
く
、
大
切
に

く
ら
し

　

９
月
23
日
は
「
手
話
の
日
・
手
話

言
語
の
国
際
デ
ー
」
で
す
。
手
話
言

語
が
音
声
言
語
と
対
等
で
あ
る
こ
と

を
認
め
、
ろ
う
者
の
人
権
が
完
全
に

保
障
さ
れ
る
社
会
を
目
指
す
た
め
、

平
成
29
年
12
月
に
国
連
総
会
で
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
各
地
で
は
手
話

言
語
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
公
共
施
設
等
を
青
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、

手
話
言
語
の
普
及
と
障
が
い
理
解
の

促
進
を
目
的
に
、
本
庁
舎
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

９
月
23
日
（
水
・
祝
）　

　
　
　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課　

☎
72-

２
１
６
１

　

令
和
８
年
第
３
回
定
例
町
議
会

（
９
月
議
会
）
は
、
９
月
４
日
（
金
）

に
開
会
予
定
で
す
。

　

議
会
で
は
、
町
政
運
営
全
般
に
わ

た
っ
て
各
議
員
が
質
問
す
る
「
一
般

質
問
」
を
は
じ
め
、
令
和
７
年
度
各

会
計
の
決
算
認
定
や
議
案
審
議
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
切

な
事
柄
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

道
路
（
通
学
路
等
）
や
歩
道
へ
の

枝
の
張
り
出
し
や
樹
木
に
よ
り
歩
行

者
や
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
及
び

自
動
車
等
の
通
行
や
、
強
風
や
大
雨

時
の
安
全
確
保
の
た
め
樹
木
等
の
管

理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
33-

９
３
７
０

　

本
年
度
は
次
の
地
区
に
お
き
ま
し

て
、
地
籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及

び
測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
東
岩
代
の
一
部

●
東
岩
代
の
一
部

　

（
字 

有
之
木
・
有
之
木
岡
・
古
垣

内
・
檜
・
萩
之
尻
・
松
ノ
地
・
堂
ノ

本
・
岩
淵
）

●
西
本
庄
の
一
部

●
西
本
庄
の
一
部

　

（
字 

申
神
・
桑
谷
・
水
越
谷
）

●
滝
の
一
部

●
滝
の
一
部

　

（
字 

護
佐
・
中
通
・
森
本
・
上
沼
川
・

下
沼
川
・
上
呼
・
中
呼
・
下
呼
・
裏

垣
内
・
串
・
下
王
子
・
上
王
子
・
下

畑
・
上
畑
・
芝
崎
）

●
清
川
（
大
川
地
区
）
の
一
部

●
清
川
（
大
川
地
区
）
の
一
部

　

（
字 

小
橋
谷
・
小
橋
・
桑
畑
・
下

波
瀬
・
中
波
瀬
）

　

土
地
所
有
者
並
び
に
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
内

容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
現
地
立
会

い
等
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
下
旬
よ
り
順
次
、
現

地
立
会
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

土
地
所
有
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

委
託
業
者
よ
り
直
接
ご
案
内
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
33-

９
３
７
０

　　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
和
歌

山
県
農
業
公
社
と
関
係
機
関
が
連
携

し
、
規
模
縮
小
農
家
等
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
、
規
模
を
拡
大
し
た
い
担

い
手
農
家
や
新
規
就
農
者
へ
農
地
の

集
積
を
進
め
る
事
業
で
す
。

　

「
高
齢
に
よ
り
農
業
を
継
続
で
き

な
い
」、「
規
模
を
縮
小
し
た
い
」
等

の
理
由
で
農
地
を
借
り
て
く
れ
る
人

を
探
し
て
い
る
方
や
、
規
模
拡
大
を

考
え
て
い
て
、
貸
し
て
く
れ
る
農
地

を
探
し
て
い
る
方
は
、相
談
を
随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

産
業
課　

☎
72-

１
３
３
７

地
籍
調
査
事
業
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

定
例
議
会
は 

９
月
４
日
開
会
予
定

農
地
の
「
貸
し
た
い
」
、「
借
り

た
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

お
知
ら
せ

議　

会

狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
方
へ

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中

（
令

和
８
年
９
月
～
令
和
９
年
３
月
）、

山
間
部
で
の
作
業
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
等
の
管
理
の
お
願
い
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ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
希

望
す
る
仕
事
に
就
く
た
め
に
必
要
な

職
業
ス
キ
ル
や
知
識
な
ど
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
公
的
制
度
で
す
。

　

主
に
雇
用
保
険
の
受
給
者
を
対
象

と
す
る
「
公
共
職
業
訓
練
」
と
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
の

早
期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
求
職

者
支
援
訓
練
か
ら
な
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
希
望
す
る
就

職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
２
～
６
ヶ

月
の
期
間
で
必
要
な
職
業
ス
キ
ル
や

知
識
を
無
料
で
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
公
的
な
制
度
で
す
。
（
一
部
テ

キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
が
あ
り
ま

す
。
在
職
者
や
学
卒
者
向
け
の
ハ

ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
有
料
で
す
。
）

　

ま
た
、
訓
練
の
受
講
中
は
、
雇
用

保
険
（
失
業
給
付
）
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き

な
い
方
に
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、

訓
練
受
講
中
に
給
付
金
等
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺

　

☎
０
７
３
９
‐
22
‐
２
６
２
６

　

結
婚
を
期
に
、
新
生
活
を
は
じ
め

る
た
め
に
必
要
と
な
る
引
っ
越
し
費

用
や
住
居
費
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

条
件　

　

①
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

　
　

９
年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し

　
　

た
方

　

②
み
な
べ
町
に
住
所
を
有
し
、
夫

　
　

婦
と
も
に
49
歳
以
下
の
方

　

③
所
得
要
件
を
満
た
す
方　

等

補
助
対
象　

新
婚
生
活
を
は
じ
め
る

費
用
（
家
賃
、
引
越
し
等
）
の
う
ち

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年

３
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
費
用

補
助
金　

婚
姻
日
の
年
齢
が

夫
婦
と
も
に
49
歳
以
下
：
上
限
30
万

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
：
上
限
60
万

問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課　

☎
72-

２
０
５
１

　

「
農
業
振
興
団
体
等
助
成
事
業
」

に
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

　

活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
み
な
べ
町

の
農
業
を
め
ざ
し
、
農
業
振
興
に
つ

な
が
る
Ｐ
Ｒ
事
業
、
研
究
事
業
、
地

域
づ
く
り
事
業
の
取
組
み
に
対
し
て

助
成
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　

農
業
振
興
に
取
り
組
む
町
内
在
住

の
３
人
以
上
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

助
成
対
象
事
業
等

①
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

②
地
産
地
消
の
取
り
組
み

③
食
の
安
心
・
安
全
へ
の
取
り
組
み

④
研
究
事
業

⑤
そ
の
他
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
地

　

域
で
の
新
た
な
取
り
組
み

※
既
に
実
施
済
み
の
も
の
や
他
の
機

　

関
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す

　

る
も
の
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

実
施
期
間　

①
令
和
８
年
11
月
１
日

　
　
　
　
　

～
令
和
９
年
10
月
31
日

　
　
　
　
　

②
令
和
８
年
11
月
１
日

　
　
　
　
　

～
令
和
10
年
10
月
31
日

※
令
和
８
年
11
月
以
降
に
事
業
開
始

　

す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
実
施
期
間
は
①
ま
た
は
②
の
期
間

　

で
選
択
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

　

令
和
８
年
９
月
１
日
～
30
日

提
出
書
類

　

事
業
申
込
書
、
事
業
計
画
書
、
予

算
書
な
ど(

提
出
書
類
の
用
紙
は
産

業
課
に
置
い
て
い
ま
す)

。

選
考
方
法
等

　

農
業
振
興
協
議
会
で
書
類
に
よ
る

一
次
選
考
と
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
二

次
審
査
会
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
結
果
を
も
と
に
農
業
振
興
協

議
会
の
承
認
を
受
け
、
本
事
業
予
算

額
の
範
囲
内
で
助
成
金
交
付
の
可
否

及
び
金
額
を
決
定
し
ま
す(

助
成
金

の
限
度
額
は
上
限
50
万
円
以
内
と

し
、
助
成
率
は
対
象
と
な
る
経
費
の

10
分
の
９
以
内
と
し
ま
す)

。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

農
業
振
興
協
議
会
事
務
局

　

(

産
業
課
内)

☎
72-

１
３
３
７

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

職
業
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
し

就
職
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
！

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

農
業
の
活
性
化
を
図
る
新
た

な
団
体
活
動
を
支
援
し
ま
す

補　

助

助　

成

くらしの情報

　

７
月
20
日
、
堺
漁
港
で
「
夏
の
子
ど

も
ま
つ
り
２
０
２
６
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
み
な
が
ら
地
元
の
自
然
や
海
の
幸

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
漁
業
組
合

や
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
る
、
夏
の
子

ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

地
元
の
漁
師
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
の
イ
カ
捌
き
体
験
や
、
魚
の
つ

か
み
取
り
、
海
産
物
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
１
７
０
名
の

子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　

８
月
８
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
金

川
さ
ん
を
、
町
長
が
施
設
に
訪
ね
「
祝

百
歳
」
の
賞
状
と
記
念
品
、
花
束
を
贈

り
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

金
川
さ
ん
に
、
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋

ね
す
る
と
「
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も

お
し
し
く
食
べ
る
こ
と
。
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

益
々
の
ご
長
寿
を
祈
念
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
岩
本
恵
子
さ
ん
が
、
県
観

光
功
労
者
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
本
さ
ん
は
、
平
成
17
年
に
み
な
べ

観
光
協
会
理
事
へ
就
任
し
て
以
来
、
副

会
長
や
会
長
を
歴
任
し
、
外
国
人
観
光

客
向
け
の
英
語
版
Ｈ
Ｐ
作
成
や
英
語
看

板
の
設
置
、
有
間
皇
子
の
衣
装
作
成
な

ど
観
光
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
み
な
べ
観
光
ガ
イ
ド
の
会
へ
の
所

属
、
商
工
会
理
事
や
女
性
部
部
長
を
務

め
る
な
ど
多
方
面
か
ら
町
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。　 岩

本
恵
子
さ
ん
が 

県
観
光
功
労
者
表
彰
を
受
賞

夏
の
子
ど
も
ま
つ
り
開
催

金
川
千
代
子
さ
ん
、１
０
０
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受賞された岩本恵子さん

１００歳を迎えた金川さんと

つかみ取りの様子

まちのできごと

秋の全国交通安全運動

９月２１日 （月） ～９月３０日 （水）

９月３０日は 「交通事故死ゼロを目指す日」 です。

　　　　★ 歩行者の安全確保と反射材用品の着用促進

　　　　★ 夕暮れ時の早めのライト点灯と飲酒運転や 「ながらスマホ」 の根絶

　　　　★ 自転車 ・ 特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解 ・ 遵守の徹底
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ふれ愛センターだよりふれ愛センターだより

子 育 て 推 進 課
TEL　３３-７５５０
FAX　74-8013

　 町内の各学童保育所の令和９年度入所申し込みを

次のとおり受け付けます。 申込書類は、 子育て推進

課と各学童保育所に置いています。 詳しくは、 各学

校を通じて配布している案内書 （町ホームページにも

掲載しています） をご覧ください。

申込対象　

　 お仕事等で放課後、 お子さんを見られないご家庭

　 ※保護者の就労状況等を審査し、入所を決定します。

受付期間　令和８年１０月１日（木）～１０月３０日（金）

　　　　　　　（土 ・ 日 ・ 祝日を除く）

学童保育所　

・ 南部学童保育所第一～第三 （南部小学校内）　

・ 上南部学童保育所第一～第三 （生涯学習センター

　 隣、 上南部小学校内、 ふれ愛センター内）

提出先　子育て推進課 （ふれ愛センター内）

ふれ愛センター

各種お知らせ
対　象 日　時

乳幼児健診

※受付時間は問診票

をご覧ください

４ ・ 10 か月児健診 （令和８年５月・令和７年１１月生まれ） ９月９日 （水）

２歳６か月児歯科健診 （令和６年１月・２月・３月生まれ） ９月１０日 （木）

３歳６か月児健診 （令和５年２月・３月生まれ） ９月９日 （水）

５歳児健診 （令和３年７月・８月・９月生まれ） ９月１６日 （水）

マタニティー＆ベ

ビーサロン

妊婦さんや小さなお子さんの保護者

◇妊婦さんやお母さんの仲間づくりの場です

９月２５日 （金）

10：00～11：30

離乳食教室
※参加申込が必要

令和８年２月・３月生まれのお子さんと保護者
９月１７日 （木）

10：00～11：30

町内の

各こども園 ・ 保育所

園庭開放
（こども園・保育所利用者以外の方もご利用いただけます）

おひさま広場（開放保育）
※参加を希望される方は事前に各園へお申込みください

みなべ愛之園こども園

☎ 72-2371

９月９日 （水） 9:30～10:30
「園庭で体を動かして遊ぼう」
※雨天は室内遊び

上南部こども園

☎ 74-3022

9月６日（日）　８:３０～11:30
・ 園庭と多目的グラウンドを開放

９月１７日 （木）　10:00～11:00
「自由あそび」 

高城こども園

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　８:３０～１７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

９月１４日 ・ ２８日 （月） 10:00～11:00
「自由あそび」 ※雨天は室内遊び

清川保育所

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　８:３０～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

令和９年度

学童保育所入所申し込みのお知らせ

　 令和９年４月にこども園 ・ 保育所への入所を希望される方の申し込みを次のとおり受け付けます。

　 所定の用紙により、 子育て推進課またはこども園のいずれかへお申し込みください。

　 現在通園されているお子さまにつきましても、 各施設から配布される申込書 （兼現況届） の提出が必要となり

ますので、 ご注意ください。

※町外施設 （幼稚園含む） の利用を希望される方も、 同様の申し込みが必要です。

※申込者多数の場合、 保護者の就労状況等により、 保育の必要性による優先順とさせていただくため、

　 希望する施設に入所できない場合があります。

※令和９年５月以降に入所を希望される場合は、 ４月以降の申し込みとなります。

■こども園 （保育利用者 ・ 幼稚園利用者）

　 上南部こども園　　　   ☎ 74-3022 定員１５０名

　 高城こども園　 　　　   ☎ 75-2044 定員６０名

　 みなべ愛之園こども園 ☎ 72-2371 定員１３０名

■保育所（※保育利用者のみ）

　 清川保育所（定員１９名）は現在休園中のため、

申込みできません。

町内こども園 ・ 保育所の定員

令和８年１０月１日～令和８年１０月３０日

受付期間

■保育利用者 （２ ・ ３号認定）

　 児童の保護者が就労、 出産、 疾病、 親の介護

等により、 児童の保育をすることができないと認め

られる０～５歳児の児童

５歳児 （令和３年４月２日～令和４年４月１日生）

４歳児 （令和４年４月２日～令和５年４月１日生）

３歳児 （令和５年４月２日～令和６年４月１日生）

２歳児 （令和６年４月２日～令和７年４月１日生）

 １ 歳児 （令和７年４月２日～令和８年４月１日生）

０歳児 （令和８年４月２日～令和８年９月３０日生）

■幼稚園利用者 （１号認定）

　 保育利用者以外の３～５歳児の児童

申込対象児童

①みなべ町教育 ・ 保育給付認定申請書兼利用申

   込書一式

②就労証明書など家庭での保育が困難であること

   を証明する書類 （保育利用者のみ）

※申込みに必要な書類や申込みの手引は、 各施

　 設または子育て推進課にあるほか、 町ホーム

   ページからもダウンロードできます。

提出書類

健 康 長 寿 課
TEL　74-3337
FAX　74-8013

　 ９月２１日は 「世界アルツハイマーデー」 です。

　 認知症の方やその家族が安心して暮らせる地域づくりには、 住民一人ひとりの理解と協力が欠かせません。

　 この機会に、 認知症について正しく理解し、 互いに支え合える地域づくりについて一緒に考えてみませんか？

認知症に関する相談 ・ 問い合わせ　地域包括支援センター ☎ 74-8065

９月は 「世界アルツハイマー月間」 ～忘れても 笑顔で暮らせる 街づくり～

令和９年度

こども園 ・ 保育所入所申し込みのお知らせ
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日　 時　４日 ・ １１日 ・ １８日 ・ ２５日の金曜日

　１８:００～２１:00　トレーニングマシン利用可能

　１９:００～１９:２０　ストレッチポール１回目（先着15名）

　１９:３０～１９：５０　ストレッチポール２回目（先着15名）

　２０:００～２１:００　リズム体操

対　 象　町内在住または在勤の 18 歳以上の方（高校生を除く）

場　 所　はあと館（社会福祉センター） ２階

持ち物　室内用運動靴、 飲み物など

  ※１８歳未満の方は保護者同伴でも利用不可

　※利用者以外の入室はご遠慮ください

　※健康運動指導士の指導を受けたい方は、

 　　１９時までにお越しください。

　※当日、 午後３時時点で

     みなべ町において警報

　 　が発令中の場合、 教室

     は中止します。

日　 時　９月９日（水） 

　　　　　 ９：３０～１１：３０　晩稲区民会館前

　　　　　 １３：３０～１６：３０　ふれ愛センター

※本人確認書類 (運転免許証など)

　 また内服薬がある方はお薬手帳

   やお薬をお持ちください

　 １５歳以上の方で、　『仕事や学校に行けず、家族仕事や学校に行けず、家族

以外の人との交流がほとんどない以外の人との交流がほとんどない』、『人間関係が人間関係が

苦手で社会に出ることに抵抗がある苦手で社会に出ることに抵抗がある』、『何かを始め何かを始め

たいけど、どうしたらよいか悩んでいるたいけど、どうしたらよいか悩んでいる』

  上記のようなことで、お悩みの方やそのご家族の

方からの相談をお受けします。

相 談 日　令和８年9月２５日（金） １３：３０～1６：00

場 所　ふれ愛センター

相 談 員　ひきこもり相談の専門スタッフ ひなたの森

            （ＮＰＯ法人ハートツリー）

　　　　　　必要に応じて、町の保健師も同席させ

            ていただきます。

申 込　申込不要

            （ただし、事前予約の方が優先となります）

申 込 先　ひなたの森 （ＮＰＯ法人ハートツリー）   

            ☎ 33-7850

　　　　　　ふれ愛センター ☎ 74-3337

　 室内プールを利用して、 水中でのウォーキングや

筋力トレーニングを行い、 運動機能の維持 ・ 向上

を図ります。 みんなと一緒に楽しく運動し、 心も体

もリフレッシュしませんか。

対   象　町内在住の６５歳以上の方

会　 場　プレジール （田辺市文里２-37-25）

　　　　   ※ふれ愛センターからバスで送迎　　　　　　

日　 程　令和８年10月～１２月末 （全１１回）　

　　　　　 毎週木曜日　13：00～15：30

定 　員　24名　

　　　　　 ※応募多数の際は、年齢や心身の状態を

　　　　　　　考慮し選考いたします。

利用料　新規利用者は無料（再利用者は1回500円）

申込締切　9月１８日（金） 

　　　　　 地域包括支援センター（☎74-8065）へ

　 生活習慣病は気づかないうちに、 病気が進行し

ていきます。 今からでも遅くありません。 ぜひ、 教

室に参加してみませんか。

対   象　・血圧が高い方

　　　　　 ・高血圧で経過観察中や治療中の方

　　　　　 ・上記以外でも興味のある方

場　 所　ふれ愛センター　２階　　　　　　

日　 時　令和８年９月３０日（水） 13：３0～１５：30

内　 容　高血圧って？高血圧を放っておくと、どんな

　　　　　 病気になっちゃうの！？詳しく教えます！

持ち物　健診結果のファイル、筆記用具、眼鏡（必要

　　　　　 な方）

参加希望の方は事前連絡をお願いします。

ひ き こ も り 相 談

健 康 教 室 を 開 催 し ま す

介護予防水中運動教室

「みなべ ・ うき浮き倶楽部」

献血にご協力をお願いします
南部ライオンズクラブ ・ 町共催

９ 月 の ト レ ー ニ ン グ 教 室

　 糖尿病、がん、心臓病等に代表される生活習慣病は、日常生活のあり方と深く関連しています。

　 健康の保持・増進を図るためには、運動習慣の定着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確立が重要

です。

9 月 1 0 日 ～ 1 6 日 は 「 自 殺 予 防 週 間 」 で す

９ 月 は 健 康 増 進 普 及 月 間 で す
「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　良い睡眠」 ～健康寿命の延伸～

相談はふれ愛センター （☎ 74-3337） や下記の電話でお受けしています。

・ 家族や仲間の変化に気づいて、 声をかける

・ 本人の気持ちを尊重し、 耳を傾ける

・ 早めに専門家に相談するよう促す

・ 温かく寄り添いながら、 じっくりと見守る

あなたにもできる、 自殺予防のための行動　和歌山県では毎年約１４０～２００人が

自殺で亡くなっています。

　自殺を未然に防ぐために、 自分の周囲

の人のこころの健康、 いのちの大切さに

ついて考えてみませんか。

食生活改善普及運動実施中　～ 「食事をおいしく、 バランスよく」 ～

◆ 毎日プラス１皿の野菜

    大人が１日に必要な野菜摂取量は３５０ｇ。

　　　 これは、日本人の平均摂取量にもう１皿を加えた量に相当します。

◆ おいしく減塩１日マイナス２ｇ

    目標は現在の摂取量から－２ｇ。 だし ・ 柑橘類 ・ 香辛料等を使っておいしく減塩。

　　栄養表示を見て、 かしこく減塩。

◆ 毎日のくらしに with ミルク

       20～30代の３人に１人が牛乳 ・ 乳製品をとっていません。

    カルシウムとたんぱく質がバランスよく含まれる、 牛乳 ・ 乳製品をとってあなたの未来も健康に。

　 ご本人 ・ ご家族の来所に
よる相談をお受けします。

場所
和歌山県精神保健

福祉センター

※最寄りの保健所でも

相談できます

●要予約
●相談無料

ギャンブル ・ 薬物 ・
アルコール等の
依存相談を含む

精神保健福祉一般相談

はあとライン
電話相談

２４時間 ・ ３６５日対応

☎ 0570-064-556

　 生きづらさを感じている
方、 大切な人を自死で亡く
した方、 依存症 ・ 虐待など
で悩む方やご家族の相談を
お受けします。

受付時間

いのちの
セーフティーライン

和歌山

平日9：00～17：00

で相談できます。

（年末年始を除く）

LINE
　 悩みや困りごとを相談
できる専門機関を紹介し
ています。

生きる支援
相談窓口一覧

大切な人を
亡くされた方へ

和歌山県精神保健福祉センターでは、
大切な人を自死等で亡くされた方のための相談 ・ 交流の場を設けています。

場所 ： 和歌山県精神保健福祉センター　　主催 ： わかちあいの会和歌山 「うめの花」　

自死遺族個別相談

対象 ： 大切な人を自死等で

　　　　 亡くされた方

要予約 ・ 相談無料

「うめの花」 交流会

対象 ： 大切な人を自死等で

　　　　 亡くされた方

初回のみ要予約

「グリーフケア」交流会

対象 ： 病気や事故などで

　　　　  大切な人を亡くされた方

初回のみ要予約
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９月のテーマ展示

１階

２階

「９月はアルツハイマー月間です」
　 年をとっても元気な毎日を！日常生活で

物忘れが増え不安になったら、 周りの人や

町の支援とつながっていきましょう。 図書

館にもお役立ちの本があります！

「ちょっと深呼吸」
 　図書館には、 「なんだか元気が出ない」

と感じた時、 心が軽くなったり元気をもら

える本がたくさんあります。 休館までにたく

さん借りておいてくださいね。

上南部分館 おはなしの会

９月９日（水）午後３時３０分から

そのほかにこちらも

今月のオススメ
今月のオススメ

『それでも息子を日本の小学校に通わせたい』

山崎エマ　著　（新潮社）

世
界
の
果
て
の
本
屋
さ
ん

ル
ー
ス
・
シ
ョ
ー　

 

著　
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水
由
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訳
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文
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）
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た
ち
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音
楽
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レ
・
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ネ
ッ
ケ　

絵
と
文

　

廣
瀬
由
衣　

訳 

（河
出
書
房
新
社
）

　 イギリス、 日本、 アメリカ。 世界の教育を経験してきた

著者は、 世界と日本の教育の違いと魅力を伝えたうえで

自身の子どもを 「それでも」 日本の小学校に通わせたい

と語ります。 子どもにとって本当に大切な学びとは何か。

日本の学校教育の 「当たり前の中にある価値」 を見つめ

なおす一冊です。

５日（土） おはなし会（10:30～）

７日（月）～１０月３１日（土）

空調設備更新工事のため休館

ゆめよみ館 
９月のカレンダー

こんな本、いかが？

　９月６日（日）まで、 借りたい放題を実施します （新

着図書、 視聴覚資料は除く）。 対象館はゆめよみ館

のみ、 返却日は１１月１日（日）です。

※新着図書の貸出期間は、 ２週間です。

　ゆめよみ館と生涯学習セン

ターの２会場で開催し、 約７５名

の参加者がそれぞれ工夫を凝ら

した素敵な作品を作りました。

　 空調設備更新工事のため、下記の期間は休館します。

９月７日（月）～１０月３１日（土）

〇新聞は南部公民館に一週間分を仮設置。

〇９月の新着図書、 返却本など、 一部の図書は

　 上南部分館 （生涯学習センター１階） へ移設。

〇ホームページ ・ 電話からの予約は受付できますが、

　 受け取りは開館後です。

〇上南部分館、 高城 ・ 清川 ・ 岩代分室は通常通り

　 開館します。

【臨時休館中のお問い合わせ】

月～金曜日（祝日は除く）午前８時３０分～午後５時１５分

ご迷惑をおかけしますが、 ご理解とご協力をお願いい

たします。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
へ

　
　

生
物
多
様
性
を
め
ぐ
る
旅今

森
光
彦　

著

（
偕
成
社
）

臨時休館直前！借りたい放題

ラップの芯でどうぶつをつくろう

ゆめよみ館　臨時休館のお知らせ

９月・１０月は行政相談月間です

　 総務省の行政相談とは、 行政についての苦情や意見、 要望を受け付け、 担当行政

機関とは異なる立場から、 その解決や実現を促進するとともに、 行政の制度や運営の

改善に生かす仕組みです。

 　総務省では、 行政相談制度について、 広く国民の理解と認識を

深め、 その利用を促進するため、 ９月 ・ １０月の２か月間を 「行政

相談月間」 とし、 全国一斉に各種相談活動を実施しています。 本

町では、 毎月、 行政相談委員が行政相談所を開設していますので、

ご利用ください。 相談は無料で、 秘密は固く守られますので、 お気

軽にご利用ください。

各 種 相 談

マイナンバー
カードの交付等
に係る休日開庁 
（事前予約制）

日時 ９月１３日（日）

9:00～12:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

内容 カードの交付 

　　　 申請、 再交付 

　　　 申請など 

※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

※予約がない日は開庁 

　 しません 

夜間 （土曜日） ・
小児救急診療所

日時 毎週土曜日

１８:00～２１:３０

場所 田辺市民総合センター 

　　   ☎ 26-4909

延長窓口 
（事前予約制）

日時 毎週木曜日

１７:１５～１９:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

交付できる証明書 

・ 住民票の写し

・ 印鑑登録証明書

・ マイナンバーカー 

　ドの交付　など
※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

相談種類
内容

連絡 ・ 予約先
相談日 時間 場所

人権 ・ 行政 

相談

人権侵害や行政手続きに関する相談 総務課 

☎ 72-2051
９/７(月) 13:30～15:30 生涯学習センター

消費生活 

相談

相談員による商品やサービスの契約に関するトラブルなどの相談
産業課 

☎ 72-1337

消費者ホットライン

☎１８８
９/3（木） 13:00～15:00 役場

農業資金 

相談

【要予約】

（株） 日本政策金融公庫による農業経営にかかる融資等の相談

▼事前予約制／申込みは９/１６(水) まで 産業課 

☎ 72-1337
９/２４(木) 13:00～16:00 役場

生活相談
自立支援相談員（西牟婁振興局）による生活や就労の困りごと相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
９/２４(木) 13:30～15:30 役場

「にじのわ」 

障害福祉 

相談

障害のある方やご家族の日常生活や社会生活に関する相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
９/１・８・１５・２９（火）・２４（木） 13:30～15:30 役場

教育相談
学校生活に関する相談 教育学習課

☎ 74-2191
平日 9:00～１６:00 生涯学習センター

こども 

なんでも 

相談

妊娠 ・ 出産のこと、 育児の悩み ・ その他こどもに関する相談 子育て推進課
【こども家庭センター】

☎ 33-7550平日 9:00～１６:００ ふれ愛センター

暮らし 

なんでも 

相談

福祉専門の職員による日常のお困りごと相談 みなべ町社会福祉協議会

☎ 72-5611
平日 9:00～16:00 はあと館

県による 

巡回職業 

相談

職業相談員による求人情報の提供や求職の相談 日高振興局地域づくり課

☎ 0738-24-2911
９/１１（金） 13:00～15:00 南部公民館

年金相談

【要予約】

年金請求の手続きや加入の届出等に関する相談
田辺年金事務所

☎ 24-0432
９/１２(土) 9:30～16:00

田辺年金事務所 
（田辺市朝日ヶ丘 24-8）
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人 の う ご き

７月末現在 （前月比）

男 ５，３１１人 （-１１人）

女 ５，８４５人 （-２４人）

人口 １１, １５６人 （-３５人）

世帯数 ４,８１８世帯 （-６世帯）

７月中の異動
出生
死亡
転入
転出

高齢化割合 
（６５歳以上） 3５.６％

２人
１５人
２０人
４２人

　 後伸夫さん （滝） と豊田和子さん （東本庄） が令和８年７月１日付けで法務

大臣から人権擁護委員に委嘱されました。

　 私たちの身近で頼りになる相談相手、 人権擁護委員は、 町が議会の同意を

得て候補者を推薦し、 それを受けて法務大臣が委嘱します。 任期は３年です。

　 町では、 月一回、 行政相談とともに、 人権擁護委員による人権相談を開設

しており、 毎月の開催日は、 広報紙 「各種相談」 のコーナーで確認できます。

　 日頃疑問に思うことや悩み事などがあれば、 遠慮なくお気軽にご相談くださ

い。

問い合わせ  

 総務課　☎７２-2051

 法務省人権擁護局みんなの人権 110 番　☎０５７０-００３-１１０

後
うしろ

伸
の ぶ お

夫さんと豊
と よ だ

田和
か ず こ

子さんが人権擁護委員に就任しました

（令和８年７月１日委嘱）

遺言書保管制度個別説明会　 ～ 遺 言 書 っ て 何 ？ い つ 遺
のこ

す ？ ～

後さん

豊田さん

職員
のご紹介

令和８年８月１日付け採用の

職員を紹介します。

任期付職員として、

令和８年８月１日から

令和１０年７月３１日までの

２年間みなべ町職員として勤務します。

経　　　　　　歴

昭和６１年 陸上自衛隊入隊

昭和６２年
航空自衛隊に移管し
航空学生（飛行学校）に入校
操縦士の資格を取得

平成４年～令和３年
Ｆ-４ファントム戦闘機や
Ｅ-２哨戒機などを操縦
　　　　　↓
総隊司令部運用課に所属
（災害担当）
　　　　　↓
空自幹部候補生学校
（奈良基地）学科教官に

令和４年 定年退官

令和５年
奈良県広陵町役場 
危機管理官に

令和８年
みなべ町役場
総務課消防防災室

Q. この仕事を選んだきっかけ

今まで３０年以上の間経験

してきたことや、学んできたこ

と、考え方や判断方法などを、

なるべく多くの方に伝えて広め、

できれば世間のお役に立ちた

いと思ったからです。

Q. 仕事で大切にしたいこと

常々こうありたいと思ってい

ることがあります。

　 一つ目は「自ら考え、判断し、

行動する」。

　 二つ目は「“わからない” を

放置しない」です。

Q. 私の理想

何も変わらない、平和な日

常が「あたりまえ」ではなく、

さらに「町の安全」を確保する

ため行政を含め、住民の皆さま

とみんなで考えていきたいです。

ごあいさつ

 皆さま、はじめまして。

 この度、みなべ町役場の総務課消防防災室に赴任しました井上です。

 これまで培ってまいりました知見を活かし、防災のみならず、職員の事故防止、学校の安全、町の安全

全般に貢献できればと考えております。

　 ２年間、よろしくお願いいたします。

所属：総務課消防防災室

出身地：京都府福知山市

趣味：オートバイ、 ボーリング

好きな食べ物：海産物全般

井上智裕
いのうえ ともひろ

名　前

　 自筆証書遺言書保管制度とその活用方法を法

務局職員が説明します。  

日 時　令和８年９月１６日（水）

 ９：００～１６：３０までのうち１時間程度

※他の日程で参加を希望される場合

はご相談下さい。

会 場　和歌山地方法務局 田辺支局

　　（田辺市文里１丁目１１－９） 

定 員　４名程度 （予約制）

参 加 費　無料

予約 ・ 問い合わせ　和歌山地方法務局田辺支局　

☎ 0739-22-0698

　　（自動音声案内５番） 



【表敬訪問】 小中高生の選手が、 大会への出場を報告！
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☎

0739-72-2051　
FAX 0739-72-1223

　 ５月末から６月にかけて、 和歌山県高等学校総合体育

大会が開催され、 南部高校弓道部が女子団体の部で優

勝、 少林寺拳法部は男子組演武の部で優勝しました。

　 両部は、 ８月に行われた全国高校総体 （インターハイ）

へ出場しました。

　 ４月に、 和歌山県立体育館で行われた、 和歌山県選手

権 （ホープス ・ カブ ・ バンビの部） 兼 全農杯２０２６年全

日本選手権 （ホープス ・ カブ ・ バンビの部） に川口葵さ

んが出場にました。

　 川口さんは、 ７月にグリーンアリーナ神戸 （兵庫県） で

行われた全国大会へ出場しました。

　 ４月２６日に、 有田市民体育館 （有田市） で第３９回和

歌山県道場少年剣道大会が開催され、 梅花剣道友の会

から２チーム出場し、 それぞれ、 優勝および３位に入賞し

いました。

 　７月２８日に、 日本武道館 （東京都） で行われた全国

大会へ出場し、 １チームがベスト１６ （コート優勝） されま

した。

　 ６月７日に、 粉河高校 （紀の川市） で和歌山県高等学

校総合体育大会少林寺拳法競技の部が開催され、 町内

に住む南部高校と神島高校と田辺高校の生徒が出場しま

した。

　　８月に橋本市で行われた、 全国高校総体 （インターハ

イ） へ出場しました。

【南部高校】
県高等学校総合体育大会の成績を報告

【卓球】 川口葵さんが全国大会へ！

【剣道】 梅花剣道友の会が全国大会へ！

【少林寺拳法】 全国大会に出場しました


